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は
じ
め
に

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
明
治
・
大
正
期
の
台
湾
関
係
写

真
帖
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
目
録
上
一
つ
の
資
料
群
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
書
陵
部
所
蔵

資
料
の
目
録
で
あ
る
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
の
中
に
、
独
自
の
分
類
法
に
従
っ
て
分
類

さ
れ
た
中
に
散
見
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
昭
和
十
二

年
に
侍
従
職
か
ら
図
書
寮
へ
一
括
し
て
移
管
さ
れ
た
、
大
量
の
写
真
類
の
な
か
の
一
部
で

あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
一
つ
の
資
料
群
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

昭
和
十
二
年
に
書
陵
部
に
移
管
さ
れ
た
写
真
類
は
、
移
管
に
関
わ
る
文
書
（
『
図
書
録
』
）

の
中
で
は
「
明
治
大
正
両
時
代
御
手
許
写
真
」
（
以
下
「
御
手
許
写
真
」
）
と
呼
ば
れ
、
移

管
の
際
に
作
成
さ
れ
た
最
終
の
目
録
で
は
、
写
真
帖
、
あ
る
い
は
写
真
の
総
タ
イ
ト
ル
は

三
九
九
部
、
総
点
数
三
三
四
三
点
と
な
っ
て
い
る

（
１
）

。
そ
れ
ら
は
、
国
内
・
国
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
歴
史
的
に
貴
重
な
写
真
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
書
陵
部
の
目
録
で
あ
る
『
和

漢
図
書
分
類
目
録
』
か
ら
は
そ
の
姿
が
見
え
な
か
っ
た
た
め
、
全
体
的
に
紹
介
さ
れ
た
り
、

評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

「
御
手
許
写
真
」
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
に
出
版
公
開
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
以
下
の

も
の
が
あ
る
（
括
弧
内
は
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
お
け
る
表
題
と
番
号
）
。

　

『
明
治
・
大
正
・
昭
和 

沖
縄
県
学
校
写
真
帖

（
２
）』

　
　
　
　

（
「
沖
縄
県
内
各
学
校
写
真
帖
」
Ｂ
一
―
一
三
七
）

　

『
明
治
の
日
本 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
写
真

（
３
）』

　
　
　
　

（
「
各
種
写
真
」
Ｂ
九
―
三
二
）

　

『
ふ
る
さ
と
学
校
写
真
帳

（
４
）』

　
　
　
　

（
「
岐
阜
県
師
範
学
校
並
同
県
下
小
学
校
写
真
帖
」
Ｂ
一
―
一
二
五
）

　

そ
の
他
話
題
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
「
磐
梯
山
噴
火
写
真
」
（
Ｂ
八
―
一
六
四
）
「
磐

梯
山
破
裂
写
真
」
（
Ｂ
八
―
一
六
八
）
な
ど
が
、
明
治
二
十
一
年
の
磐
梯
山
噴
火
の
「
未

発
見
写
真
の
発
見
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

（
５
）

。

　

本
稿
で
は
、
現
在
書
陵
部
で
公
開
さ
れ
て
い
る
明
治
・
大
正
期
の
台
湾
関
係
の
写
真
帖

を
具
体
的
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
そ
の
大
部
分
が
「
御
手
許
写
真
」
に
含

書
陵
部
所
蔵
明
治
大
正
期
台
湾
関
係
写
真
帖
に
つ
い
て

梶　
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ま
れ
る
こ
と
以
外
、
写
真
が
い
つ
撮
影
さ
れ
た
の
か
、
写
真
帖
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作

成
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
皇
室
に
納
め
ら
れ
た
の
か
、
ほ
と
ん

ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
内
容
紹
介
と
同
時
に
、
作
成
由
来
な
ど
の
書

誌
的
解
明
な
ど
も
試
み
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
垣
間
見
え
る
台
湾
統
治
と
天
皇

・
皇
室
と
の
関
係
な
ど
も
論
じ
て
い
き
た
い
。

　

さ
て
、
具
体
的
な
写
真
帖
の
紹
介
を
行
う
前
に
、
「
明
治
大
正
両
時
代
御
手
許
写
真
」

に
つ
い
て
、
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
た
経
緯
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
す
る
古
写
真
類
の
相
当
部
分
は
、
昭
和
十
二
年
に
侍
従
職
か
ら

移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
昭
和
十
二
年
と
い
う
の
は
、
正
式
に
引
き
継
ぎ

が
完
了
し
た
年
次
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
昭
和
六
年
に
侍
従
職
か
ら
図
書
寮
書
庫
に
移
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
事
情
は
『
図
書
録
』
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

昭
和
六
年
七
月
、
侍
従
職
よ
り
二
回
に
わ
た
り
写
真
帖
が
図
書
寮
に
引
き
継
が
れ
た
。

し
か
し
、
添
付
目
録
と
現
物
と
一
致
し
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
、
図
書
寮
と
侍
従
職

の
担
当
者
間
に
お
い
て
照
合
作
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
前
後
し
て
引
き
継
ぎ
の
あ

っ
た
明
治
天
皇
御
手
許
書
類
の
整
理
の
た
め
な
ど
に
よ
り
進
捗
し
な
か
っ
た
。
明
治
天
皇

御
手
許
書
類
の
整
理
が
一
段
落
を
遂
げ
た
後
、
協
議
に
よ
り
図
書
寮
単
独
で
写
真
の
整

理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
当
初
の
引
き
継
ぎ
に
あ
た
り
侍
従
職
が
作
成
し
た
目
録

（
以
下
「
旧
引
継
目
録
」
）
は
員
数
・
内
容
と
も
に
多
分
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
た
め
、
図
書
寮
に
お
い
て
新
た
な
目
録
（
以
下
「
新
引
継
目
録
」
）
を
作
成
し
、
昭
和

十
二
年
九
月
、
図
書
寮
作
成
の
目
録
に
基
づ
き
、
正
式
に
移
管
手
続
が
な
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
た

（
６
）

。

　

こ
れ
ら
の
写
真
は
「
明
治
大
正
両
時
代
御
手
許
写
真
」
と
し
て
、
侍
従
職
に
お
い
て
管

理
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
明
治
天
皇
・
大
正
天
皇
の
時
代
に
、
天
皇
の

御
手
許
に
上
が
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
移
管
時
の
公
文
書

に
は
、
個
々
の
写
真
帖
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
入
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
全
く
記
さ
れ

て
い
な
い
。
実
際
に
、
個
々
の
写
真
帖
の
由
来
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
は
ず
で
、
個
別
に
調

査
す
る
し
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　

個
別
の
写
真
帖
の
紹
介

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
台
湾
関
係
の
写
真
帖
を
個
別
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　

『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
お
い
て
、
年
次
が
確
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
確

定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
筆
者
の
判
断
に
お
い
て
、
概
ね
撮
影
ま
た
は
作
成
の
時

系
列
に
並
べ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』
に
よ
る
も
の
で
、
番
号
が
複
数

あ
る
場
合
は
、
同
名
で
内
容
も
同
じ
写
真
帖
が
複
数
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
各
写
真
帖
の
形
態
は
多
様
で
、
収
録
さ
れ
て
い
る
写
真
の
サ
イ
ズ
も
さ
ま
ざ
ま

で
、
全
体
の
枚
数
も
膨
大
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
論
述
の
都
合
上
形
状
・
サ
イ
ズ
、
収
録

写
真
の
枚
数
に
つ
い
て
は
必
要
が
な
い
限
り
触
れ
ず
、
写
真
帖
の
由
来
を
探
求
す
る
こ
と

に
主
眼
を
お
い
た
。
ま
た
、
「
御
手
許
写
真
」
に
含
ま
れ
な
い
、
大
正
期
の
い
く
つ
か
の

写
真
帖
に
つ
い
て
は
、
叙
述
と
紙
面
の
都
合
上
、
総
論
の
中
で
紹
介
す
る
。

　
　

一
、
巡
台
撮
景
帖
（
Ｂ
八
―
一
五
〇
）

　

宮
内
省
罫
紙
を
和
綴
し
た
台
紙
に
、
各
頁
四
箇
所
の
切
り
込
み
を
入
れ
て
写
真
を
固
定

し
、
そ
の
下
に
墨
書
で
説
明
書
き
が
な
さ
れ
て
い
る
。
写
真
は
百
九
葉
あ
り
、
そ
の
中
の

一
つ
の
説
明
に
「
臣
良
橘
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
入
れ
ら
れ
て
い
る
封
筒
の
中
央
に

「
上
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
写
真
１
）
、
明
治
三
十
年
に
台
湾
に
差
遣
さ
れ
た
侍
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従
武
官
の
有
馬
良
橘
が
明
治
天
皇
に
献
上
し

た
も
の
と
わ
か
る
。
簡
素
な
体
裁
で
、
説
明

も
有
馬
自
身
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
お

そ
ら
く
復
命
の
際
の
資
料
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
有
馬
は
、
九
月
一
日
東
京
を
出
発
し
、

七
日
台
北
到
着
、
十
月
十
九
日
に
台
湾
を
離

れ
、
二
十
七
日
に
帰
京
す
る
と
い
う
日
程
で
（
特
に
断
り
の
な
い
場
合
は
、
侍
従
武
官
の

出
発
・
帰
京
は
『
明
治
天
皇
紀

（
７
）』

、
台
湾
到
着
・
出
発
は
『
台
湾
大
年
表

（
８
）』

に
拠
っ
た
）
、

一
ヶ
月
余
り
に
渡
る
台
湾
巡
視
で
あ
っ
た
。

　

有
馬
武
官
差
遣
の
目
的
は
『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
具
体
的
に
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
台

湾
各
地
を
巡
歴

（
９
）」

と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
現
地
の
新
聞
『
台
湾
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
有

馬
は
台
北
到
着
翌
日
、
総
督
府
に
お
い
て
「
全
島
地
図
を
開
き
水
害
の
状
況
を
聞
き
且
つ

巡
回
日
割
の
協
議
」
を
し
た
（
九
月
九
日
付
）
と
さ
れ
、
そ
の
後
も
有
馬
の
動
向
を
報
ず

る
記
事
中
に
は
「
水
害
地
状
況
視
察
中
」
と
い
う
表
現
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
水
害
被
害
状

況
の
視
察
が
主
要
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
年
八
月
九
日
に
は
暴
風

雨
の
た
め
、
淡
水
河
が
氾
濫
し
、
橋
梁
流
失
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
同
新
聞

に
は
「
有
馬
侍
従
武
官
は
本
日
午
前
七
時
よ
り
総
督
府
各
部
課
を
同
九
時
よ
り
第
一
旅
団

衛
戍
病
院
及
び
各
軍
隊
兵
器
修
理
所
を
視
察
し
軍
隊
に
於
て
午
餐
を
喫
せ
し
由
尚
明
日
は

台
北
の
水
害
地
を
視
察
し
其
他
の
諸
官
衙
学
校
等
は
来
月
帰
北
の
節
仔
細
に
視
察
す
る

筈
」
（
九
月
九
日
付
）
と
あ
り
、
諸
官
衙
・
軍
隊
・
学
校
等
の
視
察
も
主
目
的
で
あ
っ
た

こ
と
も
確
認
で
き
る
。

　

実
際
に
「
巡
台
撮
景
帖
」
に
収
め
ら
れ
た
写
真
の
中
で
、
水
害
被
害
を
示
す
も
の
は
ご

く
わ
ず
か
で
、
台
北
・
基
隆
・
宜
蘭
・
澎
湖
島
・
安
平
・
台
南
・
鳳
山
・
打
狗
（
高
雄
）

（写真２）一、巡台撮景帖

　　　　「六十一、嘉義東門破壊ノ状　我南進軍ノ砲兵ノ為メニ破壊セラレシ処ナリ」と説明があり、有馬の視察時

には、まだ平定作戦の痕跡は随所に見られた。

　（写真１）



（ 56 ）

・
嘉
義
・
雲
林
・
鹿
港
・
彰
化
・
台
中
・
苗
栗
・
新
竹
等
の
各
地
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た

総
督
府
を
は
じ
め
と
し
た
諸
官
衙
、
支
庁
、
守
備
隊
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
施
設
、
お
よ

び
台
湾
の
諸
風
景
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
水
害
か
ら
す
で
に
一
ヶ
月
以
上
経
過
し
て
、
目

に
見
え
る
災
害
の
痕
跡
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
現
地
に
お
い
て
も
、

水
害
被
害
が
天
聴
に
達
す
る
こ
と
の
期
待
か
ら
、
水
害
地
視
察
を
強
調
す
る
報
道
と
な
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

『
有
馬
良
橘
伝
』
に
よ
れ
ば
、
「
…
…
有
馬
侍
従
武
官
は
台
湾
へ
御
差
遣
仰
せ
つ
け
ら
れ

た
。
風
土
病
の
さ
か
ん
な
台
湾
に
は
、
土
着
の
敗
残
兵
が
横
行
し
、
乱
を
鎮
め
に
い
っ
た

将
兵
は
熱
病
の
マ
ラ
リ
ヤ
に
悩
ま
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
天
皇
は
御
心
痛
の
あ
ま
り
御
慰

問
に
御
差
遣
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
有
馬
侍
従
武
官
は
、
不
幸
に
も
そ
の

大
切
な
慰
問
中
に
ア
ミ
ー
バ
赤
痢
に
感
染
し
た
。
そ
れ
が
原
因
で
、
胃
腸
を
極
度
に
痛
め
、

そ
の
後
退
役
ま
で
の
二
十
余
年
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
加
療
に
苦
し
ん
だ

）
10
（

」
と
い
う
。

　
　

二
、
台
湾
風
水
害
写
真
（
Ｂ
八
―
一
二
〇
）

　

全
く
異
な
る
三
系
統
の
写
真
か
ら
な
る
。
①
木
板
を
蝶
番
で
折
り
本
形
式
に
繋
い
だ
ア

ル
バ
ム
一
冊
（
図
版
２
上
段
）
、
②
「
台
北
館
横
沢
斉
謹
写
」
と
書
か
れ
た
台
紙
に
貼
ら

れ
た
七
枚
の
写
真
、
③
「
浅
井
写
真
店
」
の
台
紙
に
貼
ら
れ
た
四
枚
の
写
真
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
「
旧
引
継
目
録
」
で
は
「
明
治
三
十
一
年
九
月
台
湾
風
水
害
写
真
」
（
三
十
四

枚
・
一
冊
）
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
「
新
引
継
目
録
」
で
は
こ
の
「
台
湾
風

水
害
写
真
」
（
一
帖
・
十
一
枚
）
と
次
に
紹
介
す
る
「
台
湾
埔
里
社
軍
役
壮
丁
竝
諸
隘
勇

活
動
状
況
等
写
真
」
（
二
十
二
枚
・
一
袋
）
と
に
分
割
整
理
さ
れ
た
。
分
割
の
理
由
は
不

明
で
あ
る
。
ま
た
、
分
割
後
の
写
真
の
合
計
枚
数
が
三
十
三
枚
と
、
一
枚
欠
け
た
形
と
な

っ
て
い
る
。

　

全
体
の
写
真
の
う
ち
、
風
水
害
に
関
係
す
る
の
は
②
の
み
で
、
①
、
③
は
無
関
係
と
言

っ
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
、
「
台
湾
埔
里
社
軍
役
壮
丁
竝
諸
隘
勇
活
動
状
況
等
写
真
」
に
関

し
て
は
、
別
に
す
る
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
の
、
①
、
③
に
つ
い
て
は
別
に
す
る

積
極
的
な
理
由
が
見
出
せ
ず
、
同
じ
箱
に
収
め
ら
れ
て
整
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
一

括
の
写
真
と
判
断
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
旧
引
継
目
録
」
の
「
明
治
三
十
一
年
九
月
台

湾
風
水
害
写
真
」
と
い
う
表
題
は
、
も
と
も
と
箱
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
表
題

を
踏
襲
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
写
真
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
と
、
①
は
図
版
２
上
段
に
紹
介
し
た
通
り
、
薄

い
板
を
蝶
番
で
つ
な
い
で
写
真
帖
に
仕
立
て
た
珍
し
い
も
の
で
、
表
に
は
シ
ャ
ベ
ル
と
ハ

ン
マ
ー
、
裏
に
は
ツ
ル
ハ
シ
と
斧
の
デ
ザ
イ
ン
の
浮
き
彫
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
奥
付
と

し
て
「
台
湾
守
備
工
兵
第
一
中
隊
撮
影
」
「
明
治
三
十
一
年
九
月 

撮
影
主
任
者
陸
軍
工
兵

上
等
兵
曲
沼
喜
代
八
…
…
」と
撮
影
者
、
作
製
責
任
者
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
内
容
も
「
巡

台
撮
景
帖
」と
同
様
、
各
官
衙
・
軍
隊
等
の
諸
施
設
、
台
湾
の
現
況
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

②
は
、
縦
三
六
㎝
×
横
四
四
㎝
の
台
紙
に
、
二
一
㎝
×
二
七
・
五
㎝
の
写
真
が
貼
り
付

け
て
あ
り
、
台
紙
の
裏
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
在
大
稲
埕
独
商
徳
記
洋
行
破
損
ノ
惨
状
」
（
写

真
３
）
「
大
稲
埕
港
邊
街
西
洋
人
ノ
会
館
」
「
和
蘭
領
事
館
」
「
台
北
停
車
場
附
近
」
な
ど

の
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

③
は
、
台
紙
は
異
な
る
も
の
の
、
②
と
ほ
ぼ
同
じ
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
説
明
は
全
く
な
い

が
、
い
ず
れ
も
漢
民
族
系
と
思
わ
れ
る
住
民
の
集
合
写
真
で
、
日
章
旗
が
確
認
で
き
る
写

真
も
あ
る
（
写
真
４
）
。
そ
の
一
部
は
武
装
し
、
日
本
の
警
察
官
ま
た
は
軍
人
と
思
わ
れ

る
人
物
も
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
護
郷
兵
ま
た
は
隘
勇
、
あ
る
い
は
日
本
の
統
治
に
協

力
す
る
住
民
の
集
団
な
ど
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
三
十
一
年
は
、
八
月
上
旬
の
暴
風
雨
で
台
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
。
台
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（写真３）ニ、台湾風水害写真　「在大稲埕独商徳記洋行破損ノ惨状」

（写真４）ニ、台湾風水害写真



（ 58 ）

北
で
は
家
屋
全
壊
一
千
三
百
九
十
戸
、
死
亡
八
十
五
人
と
い
う

）
11
（

。
八
月
十
五
日
、
天
皇
・

皇
后
よ
り
金
千
円
が
下
賜
さ
れ
、
つ
い
で
侍
従
武
官
渡
辺
湊
が
状
況
視
察
の
た
め
、
台
湾

に
差
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

）
12
（

。
台
湾
に
お
け
る
自
然
災
害
に
対
す
る
御
救
恤
金
下
賜
の

最
初
で
あ
る
。
渡
辺
武
官
は
、
八
月
二
十
二
日
出
発
、
三
十
日
に
台
北
に
到
着
、
十
月

十
二
日
離
台
し
、
同
月
二
十
四
日
帰
京
復
命
し
て
い
る
。
台
湾
滞
在
中
だ
け
で
も
四
十
日

以
上
で
あ
る
。
十
月
九
日
付
の
『
台
湾
日
日
新
報
』
に
は
「
畏
こ
き
辺
の
仰
せ
を
拝
戴
し
て
、

本
島
一
周
の
長
途
に
上
ら
れ
た
り
し
渡
辺
侍
従
武
官
は
、
昨
日
其
任
を
全
ふ
し
て
、
事
な

く
台
北
へ
帰
来
せ
ら
れ
ぬ
。
按
ず
る
に
侍
従
武
官
の
台
北
を
去
て
全
島
巡
視
の
途
に
上
ら

れ
た
る
は
、
実
に
九
月
三
日
の
こ
と
に
し
て
…
…
」
と
の
記
事
が
あ
り
、
単
に
水
害
状
況

視
察
に
と
ど
ま
ら
ず
、
台
湾
全
体
の
全
般
的
な
視
察
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

写
真
か
ら
直
接
撮
影
年
が
確
認
で
き
る
の
は
①
だ
け
だ
が
、
渡
辺
の
台
湾
視
察
時
期
と

重
な
っ
て
お
り
、
②
は
差
遣
の
契
機
と
な
っ
た
風
水
害
の
写
真
で
あ
る
こ
と
、
一
括
し
て

一
つ
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
全
体
が
こ
の
時
差
遣
さ
れ
た
侍
従
武
官
の
渡

辺
湊
が
持
ち
帰
っ
て
天
皇
に
復
命
の
た
め
に
献
上
し
た
か
、
武
官
の
帰
京
に
託
し
て
総
督

府
か
ら
献
上
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　

三
、
台
湾
埔
里
社
軍
役
壮
丁
竝
諸
隘
勇
活
動
状
況
等
写
真
（
Ｂ
一
―
一
二
三
）

　

Ａ
６
サ
イ
ズ
の
写
真
二
十
二
枚
が
そ
れ
ぞ
れ
厚
紙
の
台
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
台
紙
は

当
時
写
真
館
に
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「M

a
d
e
 
i
n
 
J
a
p
a
n
,
 

P
h
o
t
o
G
r
a
p
h

」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
業
者
を
特
定
す
る
情
報
は
な
い
。
裏
に
は
そ
れ
ぞ

れ
墨
書
に
て
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
地
名
な
ど
の
情
報
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
、
こ
の
写
真
の
由
来
を
特
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
が
、
実

は
雑
誌
『
太
陽
』
に
こ
の
写
真
に
関
わ
る
情
報
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
同
誌
第
五
巻
第
五

号
（
明
治
三
十
二
年
三
月
五
日
）
冒
頭
に
「
台
湾
風
景
及
び
軍
隊
」
と
題
し
、
四
頁
大
の

綴
じ
込
み
用
紙
に
十
六
葉
の
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
副
題
と
し
て
「
渡
辺
侍
従
武
官

一
行
の
巡
察
」
と
あ
り
、
「
渡
辺
陸
軍
歩
兵
大
尉

）
13
（

撮
影
」
「
軍
隊
布
教
教
師
小
林
栄
運
君

寄
贈
」
「
博
進
社
印
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
年
に
差
遣
さ
れ
た
侍
従
武

官
渡
辺
湊
の
視
察
状
況
を
写
し
た
写
真
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
う
ち
十
葉
が
「
台
湾
埔
里
社
軍
役
壮
丁
竝
諸
隘
勇
活
動
状
況
等
写
真
」
の
写
真
と

一
致
す
る
。
一
致
す
る
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
下
段
が
雑
誌
『
太

陽
』
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
）
。

集
々
街
殉
難
ノ
碑　
　
　
　
　
　
　

集
々
街
殉
難
の
碑

ト
チ
コ
ア
ン
嶺
ノ
険
道　
　
　
　
　

高
安
嶺
の
険
道

水
社
湖
中
ノ
小
島　
　
　
　
　
　
　

台
湾
水
社
竹
湖
の
景

埔
里
社
市
街　
　
　
　
　
　
　
　
　

埔
里
社
の
市
街

埔
里
社
軍
役
壮
丁
本
部　
　
　
　
　

埔
里
社
護
郷
兵
営

埔
里
社
軍
役
壮
丁
ノ
整
列　
　
　
　

護
郷
兵
整
列
侍
従
武
官
を
迎
ふ

北
港
溪
左
岸
ノ
険
道　
　
　
　
　
　

侍
従
武
官
北
港
溪
右
岸
の
険
道
を
踰
ゆ

北
港
溪
隘
勇
ノ
集
合　
　
　
　
　
　

北
港
溪
の
隘
勇

烏
溪
左
岸
ノ
険
道　
　
　
　
　
　
　

侍
従
武
官
烏
溪
右
岸
の
険
道
を
過
ぐ

隘
勇
廠
舎
前
隘
勇
ノ
整
列　
　
　
　

松
柏
崙
の
隘
勇

　

渡
辺
武
官
は
前
項
で
記
し
た
よ
う
に
、
八
月
三
十
日
に
台
北
に
到
着
し
、
総
督
府
で
天

皇
聖
旨
・
皇
后
令
旨
お
よ
び
下
賜
金
の
伝
達
等
を
行
い
、
台
北
付
近
の
水
害
状
況
お
よ
び

諸
官
衙
を
視
察
、
九
月
三
日
よ
り
全
島
視
察
の
途
に
就
い
た
。
詳
し
い
行
程
は
わ
か
ら
な

い
が
、
新
聞
に
は
「
足
跡
全
島
に
遍
ね
く
し
て
、
東
海
岸
は
言
ふ
迄
も
な
く
、
南
端
西
岸

悉
く
巡
視
せ
ら
れ
ず
と
云
ふ
こ
と
な
く
…
…
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
南
端
」
を
回
っ
た
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と
す
れ
ば
、
基
隆
よ
り
船
を
利
用
し
つ
つ
交
通
事
情
の
悪
い
東
海
岸
を
南
に
下
り
、
鵞
鑾

鼻
を
回
っ
て
恒
春
ま
た
は
打
狗
に
て
上
陸
し
、
以
後
は
陸
行
に
て
北
上
し
、
台
南
・
台
中

・
新
竹
な
ど
を
経
て
台
北
に
戻
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
澎
湖
島
立
寄
の
可
能
性
も
あ
り
）
。

前
年
の
有
馬
武
官
と
同
様
、
可
能
な
か
ぎ
り
台
湾
全
土
を
巡
回
し
、
台
湾
の
統
治
状
況
と

地
理
・
風
俗
の
全
般
を
視
察
し
、
天
皇
に
復
命
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

「
台
湾
埔
里
社
軍
役
壮
丁
竝
諸
隘
勇
活
動
状
況
等
写
真
」は
、
集
集
街
か
ら
埔
里
に
至
る
、

渡
辺
の
巡
視
し
た
う
ち
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
が
、
台
湾
中
部
に
お
け
る
蕃
地
と
の
境
界

の
要
地
で
あ
る
同
地
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
清
朝
統
治
時
代
の
隘
勇
制
度
を
踏
襲
し
な

が
ら
、
日
本
式
の
軍
隊
教
練
を
行
っ
て
い
る
様
子
な
ど
興
味
深
い
。

　
　

四
、
南
庄
蕃
匪
討
伐
写
真
帖
（
Ｂ
一
―
一
三
一
）

　

コ
ロ
タ
イ
プ
版
の
印
刷
製
本
。
一
冊
。
帙
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
表
紙
に
「
南
庄

蕃
匪
討
伐
写
真
帖 

附
台
北
諸
隊
兵
営
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
本
体
の
表
紙
は
、
白
地

柄
入
の
絹
張
り
で
、
見
返
し
は
金
箔
散
ら
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
督
の
児
玉
源
太
郎
以
下
、
南
庄
討
伐
に
従
事
し
た
と
思
わ
れ
る
台
湾
守
備
混
成
第
一

旅
団
、
南
庄
支
隊
の
各
指
揮
官
の
肖
像
写
真
か
ら
は
じ
ま
り
、
前
線
の
陣
地
、
軍
隊
の
展

開
状
況
、
関
係
軍
隊
の
諸
施
設
な
ど
の
写
真
で
あ
る
。

　

奥
付
に
よ
る
と
、
発
行
日
は
明
治
三
十
六
年
七
月
三
十
日
で
、
著
作
兼
発
行
者
は
石
川

京
吉
、
そ
の
住
所
は
青
森
県
青
森
歩
兵
第
五
聯
隊
と
な
っ
て
い
る
。
石
川
に
つ
い
て
は
、「
撮

影
者
台
湾
守
備
混
成
第
一
旅
団
副
官
陸
軍
歩
兵
中
尉
石
川
京
吉
」
と
記
さ
れ
た
肖
像
写
真

が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
は
台
湾
に
配
属
さ
れ
、
南
庄
討
伐
に
際
し
て
は
写
真
撮
影
に

従
事
し
、
本
写
真
帖
の
作
製
を
行
っ
た
が
、
完
成
し
た
の
は
台
湾
よ
り
青
森
へ
転
任
し
た

後
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（写真５）三、台湾埔里社軍役壮丁竝諸隘勇活動状況等写真　「北港溪左岸ノ険道」
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ま
た
、
印
刷
者
は
小
川
一
真
、
印
刷
所
は
東
京
の
小
川
写
真
製
版
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
台
湾
写
真
画
帖
』
は
、
内
容
的
に
は
「
南
庄
蕃
匪
討
伐
写

真
帖
」
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
台
湾
写
真
画
帖
』
に
は
帙
は
な
く
、
装

幀
が
異
な
っ
て
お
り
、
見
返
し
の
部
分
に
「
台
湾
写
真
画
帖
」
と
い
う
題
字
が
手
書
き
で

書
か
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
表
題
は
「
台
湾
写
真
画
帖
」
よ
り
も
、
「
南
庄

蕃
匪
討
伐
写
真
帖
」
と
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
本
は
表
題
情
報
が
失
わ
れ

て
い
た
た
め
に
、
「
台
湾
写
真
画
帖
」
と
い
う
題
が
後
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

印
刷
製
本
さ
れ
た
写
真
帖
で
あ
る
が
、
奥
付
に
定
価
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
市
販
で

は
な
く
一
定
部
数
が
作
製
さ
れ
、
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
会
図
書
館
本

も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
書
陵
部
本
「
南
庄
蕃
匪
討
伐
写
真
帖
」
は
そ
の
装
幀
の

豪
華
さ
か
ら
も
、
天
皇
へ
の
献
上
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
南
庄
蕃
討
伐
は
明
治
三
十
五
年
七
月
六
日
に
南
庄
支
庁
を
襲
撃
し
た
サ
イ
セ
ッ

ト
族
等
を
討
伐
し
た
も
の
で
、
新
竹
守
備
一
中
隊
と
応
援
と
し
て
到
着
し
た
歩
兵
二
中
隊
、

砲
兵
若
干
に
よ
り
、
八
月
に
い
た
り
平
定
さ
れ
た

）
14
（

。
そ
の
年
九
月
に
は
、
侍
従
武
官
宮
本

照
明
が
水
害
地
視
察
な
ど
の
目
的
で
台
湾
に
差
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
写
真
帖
が
皇
室
に

納
め
ら
れ
た
こ
と
と
、
武
官
差
遣
と
の
直
接
の
関
連
を
示
す
資
料
は
な
い
が
、
『
台
湾
日

日
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
差
遣
の
目
的
は
水
害
地
視
察
の
他
、
総
督
府
官
吏
へ
の
労
い
の
思

召
伝
達
、
匪
徒
討
伐
に
て
負
傷
し
た
軍
人
・
警
察
官
そ
の
他
の
慰
問
、
南
庄
地
方
生
蕃
討

伐
等
の
状
況
視
察
、
土
匪
等
の
状
況
視
察
、
軍
隊
の
状
況
視
察
を
挙
げ
て
い
る
（
十
月
一

日
付
）
。
ま
た
、
同
日
の
新
聞
は
、
南
庄
討
伐
に
お
け
る
負
傷
者
に
対
し
て
、
天
皇
よ
り

の
御
菓
子
料
が
配
ら
れ
た
事
実
も
報
じ
て
い
る
。

　
　

五
、
台
湾
蕃
界
写
真
帖
（
Ｂ
一
―
一
四
四
）

　

蕃
族
で
あ
る
白ペ

イ
モ
ウ
シ
ヤ

毛
社
、
阿ア

ラ
ン
シ
ヤ

冷
社
の
風
俗
お
よ
び
そ
の
居
住
地
域
を
写
し
た
写
真
。
一
冊
。

ま
た
、
「
旧
引
継
目
録
」
に
は
「
明
治
三
十
七
八
年
日
露
戦
役
第
一
〇
号
ノ
内
」
と
い
う

附
載
が
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
に
手
書
き
で
報
告
形
式
の
説
明
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
、

白
毛
山
に
「
明
治
三
十
六
年
十
月
四
日
」
隘
勇
線
を
進
め
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、

『
理
蕃
誌
稿
』
の
明
治
三
十
九
年
の
項
目
に
は
「
台
中
庁
白
毛
社
等
隘
勇
線
前
進
」
と
題
し
、

「
十
二
月
台
中
庁
下
東
勢
角
支
庁
管
内
白
毛
社
ノ
全
部
梢
来
阿
冷
両
社
ノ
一
部
ヲ
包
容
ス

ル
隘
勇
線
ノ
前
進
ヲ
企
画
シ
四
日
工
事
を
開
始
シ
四
十
年
一
月
三
日
竣
工
ヲ
告
グ
線
路
ノ

延
長
約
六
里
有
望
ナ
ル
製
脳
地
ヲ
獲
得
セ
リ

）
15
（

」
と
の
記
述
が
見
え
る
。

　

も
し
、
本
写
真
帖
の
作
成
が
三
十
九
年
十
二
月
の
隘
勇
線
前
進
当
時
、
ま
た
は
そ
れ
以

降
と
す
れ
ば
、
当
然
そ
の
情
報
が
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
が
、
三
十
六
年
の
隘
勇
線
前

進
の
情
報
し
か
な
い
。
よ
っ
て
明
治
三
十
七
年
～
三
十
九
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
明
治
三
十
七
年
十
一
月
に
は
侍
従
武
官
鷹
司
煕
通
が
嘉
義
地
方
震
災
慰
問

と
し
て
来
台
し
、
そ
の
後
約
二
十
日
間
視
察
、
三
十
八
年
八
月
に
は
大
城
源
三
郎
が
差
遣

さ
れ
、
暴
風
雨
御
救
恤
の
御
沙
汰
を
伝
達
後
、
同
じ
く
約
二
十
日
間
島
内
各
地
を
視
察
し

て
い
る
。
三
十
九
年
四
月
に
は
伊
藤
瀬
平
が
嘉
義
地
方
震
災
地
そ
の
他
視
察
の
た
め
差
遣

さ
れ
、
一
ヶ
月
に
わ
た
り
各
地
を
視
察
し
た
。
写
真
帖
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
書
き
方
か
ら
、

こ
の
い
ず
れ
か
の
武
官
が
、
同
地
方
も
訪
れ
て
視
察
し
、
持
ち
帰
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、
む
し
ろ
、
有
力
蕃
人

）
16
（

の
肖
像
写
真
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
写
真
の
撮
影
自
体

は
、
隘
勇
線
前
進
に
先
立
ち
、
総
督
府
関
係
者
に
よ
っ
て
同
地
の
調
査
が
行
わ
れ
た
際
に

な
さ
れ
た
も
の
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。



（ 61 ）

（写真６）五、台湾蕃界写真帖　「中央ノ老蕃ハ阿冷社（アランシャ）ノ総士目パワンユウミント云フ、南勢八社ノ牛

耳ヲ把レルモノ」

（写真７）五、台湾蕃界写真帖　「白毛社蕃婦交換ニ来レルヲ撮影」

後方の小屋の敷地の入口に「蕃産物交換所」と書かれた看板が確認できる。
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六
、
台
湾
台
東
庁
管
内
状
況
写
真
帖
（
Ｂ
八
―
三
九
、
Ｂ
八
―
一
二
七
）

　

一
部
三
冊
に
て
、
二
部
存
在
す
る
。
表
題
の
通
り
台
東
庁
管
内
の
諸
状
況
を
紹
介
す
る

も
の
で
あ
り
、
第
一
冊
は
花
蓮
港
な
ど
、
第
二
冊
は
卑
南
埤
圳
水
門
疎
水
式
な
ど
、
第
三

冊
は
紅
頭
嶼
な
ど
の
写
真
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
あ
る
も
の
の
、

撮
影
年
な
ど
を
直
接
示
す
説
明
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

挙
げ
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
蕃
人
の
風
俗
を
伝
え
る
写
真
が
多
い
こ
と
と
、

総
督
府
官
吏
・
警
察
官
、
軍
人
と
思
わ
れ
る
集
団
が
随
所
に
見
ら
れ
、
そ
の
中
に
総
督
佐

久
間
左
馬
太
も
し
ば
し
ば
写
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
四
十
年
の
佐
久
間
総
督
一
行

に
よ
る
台
東
庁
管
内
視
察
に
関
わ
る
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

佐
久
間
は
明
治
四
十
年
二
月
三
日
夜
台
北
を
出
発
、
基
隆
に
て
台
東
丸
に
乗
船
し
て
台

東
巡
視
を
開
始
し
、
台
東
の
各
地
を
視
察
、
紅
頭
嶼
（
写
真
８
）
に
は
二
月
十
五
日
に
上

陸
し
、
三
月
三
日
台
北
に
帰
着
し
た

）
17
（

。

　
　

七
、 

閑
院
宮
載
仁
親
王
御
渡
台
御
巡
視
写
真
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｂ
一
―
一
八
〇
、
Ｂ
八
―
一
一
八
、
Ｂ
八
―
一
一
九
） 

　

閑
院
宮
載
仁
親
王
は
、
明
治
天
皇
の
御
沙
汰
に
よ
り
、
明
治
四
十
一
年
十
月
二
十
四
日

挙
行
の
台
湾
縦
貫
鉄
道
全
通
式
に
差
遣
さ
れ
た

）
18
（

。
台
湾
縦
貫
鉄
道
は
、
北
は
基
隆
を
起
点

と
し
、
台
北
・
新
竹
・
台
中
・
嘉
義
・
台
南
・
打
狗
（
高
雄
）
を
結
ぶ
、
台
湾
経
営
の
た

め
の
大
動
脈
と
な
る
も
の
で
、
領
台
以
来
そ
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
漸
く
全
線

が
開
通
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

載
仁
親
王
は
、
台
中
の
台
中
公
園
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
全
通
式
の
式
典
に
臨
席
し
た

ほ
か
、
台
北
・
台
中
・
台
南
・
打
狗
に
て
各
所
を
視
察
し
、
台
北
で
は
自
ら
総
裁
を
勤
め

（写真８）六、台湾台東庁管内状況写真帖　「紅頭嶼」

明治三十年の鳥居龍蔵による調査を紀念する標柱が見える。
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る
日
本
赤
十
字
社
の
台
湾
支
部
総
会
に
も
臨
席
し
て
い
る
。
ま
た
台
北
に
お
い
て
は
、
台

湾
神
社
に
参
拝
し
、
台
南
に
お
い
て
は
能
久
親
王
御
遺
跡
所
（
後
の
台
南
神
社
）
を
尋
ね

て
い
る
（
写
真
13
参
照
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
「
明
治
四
十
二
年
」
は
四
十
一
年
の
誤
り
）
。

　

載
仁
親
王
の
来
台
は
、
皇
族
と
し
て
は
、
明
治
二
十
八
年
に
近
衛
師
団
長
と
し
て
平
定

作
戦
中
に
台
南
で
病
没
し
た
北
白
川
宮
能
久
親
王
、
台
湾
神
社
鎮
座
式
に
参
列
し
た
能
久

親
王
妃
富
子
に
次
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
地
元
の
新
聞
は
、
載
仁
親
王
が
「
本
島
の
戡
定
者

た
り
守
護
神
た
る
故
北
白
川
宮
能
久
親
王
の
御
弟
君
」
と
い
う
事
実
に
も
意
味
を
見
出
し

て
い
る

）
19
（

。
能
久
親
王
を
祭
神
の
一
つ
と
す
る
台
湾
神
社
は
、
台
湾
統
治
と
皇
室
を
結
び
つ

け
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。

　

さ
て
、
写
真
帖
が
三
部
あ
る
う
ち
、
二
部
は
「
旧
移
管
目
録
」
で
は
一
括
し
て
整
理
さ

れ
、
も
う
一
部
は
別
番
号
で
あ
っ
た
。
前
出
の
「
台
湾
台
東
庁
管
内
状
況
写
真
帖
」
が
同

番
号
で
二
部
あ
り
、
台
湾
総
督
府
か
ら
献
上
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
と
す
る
と
、
二
部
一

括
し
て
整
理
さ
れ
て
い
た
も
の
は
天
皇
・
皇
后
に
そ
れ
ぞ
れ
一
部
ず
つ
献
上
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
本
写
真
帖
に
関
し
て
は
、
天
皇
・
皇
后
に
献
上
さ
れ
た
も
の
が
当
初
同
番
号

で
整
理
さ
れ
、
も
う
一
部
に
関
し
て
は
、
当
時
皇
太
子
で
あ
っ
た
大
正
天
皇
に
献
上
さ
れ

た
も
の
が
、
御
即
位
後
侍
従
職
に
入
っ
た
、
と
い
う
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

　
　

八
、
台
湾
写
真
帖
（
Ｂ
八
―
四
三
、
Ａ
一
―
四
〇
六
）

　

台
湾
総
督
府
官
房
文
書
課
が
作
成
し
た
写
真
集
で
、
明
治
四
十
一
年
十
月
十
日
発
行
、

印
刷
者
は
東
京
の
田
山
宗
尭
。
現
在
、
国
内
の
多
く
の
図
書
館
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
当
時
か
な
り
の
部
数
が
作
成
さ
れ
、
広
く
頒
布
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
凡
例
に
は
「
本

写
真
帖
は
台
湾
全
島
の
山
川
城
市
庁
廨
廟
宇
等
の
著
名
な
る
も
の
及
物
産
工
業
風
俗
等
の

一
班
を
示
し
た
る
も
の
な
り
」
「
本
写
真
は
明
治
四
十
一
年
後
半
期
の
初
め
に
於
い
て
其

現
在
の
状
況
を
主
と
し
蒐
集
し
た
る
も
の
に
し
て
其
説
明
も
亦
同
期
を
標
準
と
せ
り
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
発
行
の
明
治
四
十
一
年
十
月
は
、
前
項
で
触
れ
た
よ
う
に
、
台
湾
縦
貫
鉄
道
貫
通

の
式
典
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
無
関
係
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
縦
貫
鉄
道
の
完
成

は
領
台
以
後
の
植
民
地
経
営
の
一
つ
の
節
目
、
到
達
点
と
し
て
理
解
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
、

台
湾
全
体
の
現
状
を
再
確
認
し
、
広
く
紹
介
す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
写
真
帖
が
総
督
府

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

書
陵
部
本
は
二
部
あ
る
が
、
「
御
手
許
写
真
」
に
含
ま
れ
て
い
た
の
は
一
部
（
Ｂ
八
―

四
三
）
の
み
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
表
紙
（
図
版
２
下
段
参
照
）
は
台
湾
の
鳥
や
花
、
バ
ナ
ナ
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
同
じ
図
柄
で
エ
ン
ボ
ス
加
工
が
施
さ
れ
て
お
り
、
紐
綴
じ
で
製
本
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
両
者
の
表
紙
の
彩
色
は
大
き
く
異
な
り
、
「
御
手
許
写
真
」
の
方
は
、
青
・
緑
・
黄

・
茶
な
ど
の
色
で
、
そ
れ
ぞ
れ
水
彩
画
風
に
濃
淡
を
つ
け
た
、
手
描
き
と
思
わ
れ
る
彩
色

が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
方
は
緑
・
濃
緑
・
白
の
三
色
の
み
で
単
調
な
彩
色
で
あ
る
。

ま
た
、
前
者
は
表
紙
右
側
の
綴
じ
の
部
分
に
金
糸
で
竹
の
葉
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
布
を
用
い

て
い
る
が
、
後
者
に
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
に
前
者
の
方
が
豪
華
な
作
り
と
な

っ
て
い
る
。

　

一
方
で
国
立
国
会
図
書
館
、
同
支
部
の
宮
内
庁
図
書
館
な
ど
が
所
蔵
す
る
同
書
の
表
紙

に
は
、
図
柄
の
デ
ザ
イ
ン
す
ら
施
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
一
般
頒
布
と
は
別
に
、
献

上
本
や
一
部
の
贈
呈
本
つ
い
て
は
、
特
別
な
装
幀
が
な
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
装
幀
に
は
ラ

ン
ク
付
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、写
真
の
中
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
五
、
台
湾
蕃
界
写
真
帖
」
中
の
白
毛
橋
、「
六
、

台
湾
台
東
庁
管
内
状
況
写
真
帖
」
中
の
紅
頭
嶼
蕃
人
な
ど
、
全
く
同
じ
写
真
が
い
く
つ
か
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使
わ
れ
て
い
た
。

　
　

九
、
台
湾
暴
風
雨
被
害
惨
状
光
景
写
真
帖
（
Ｂ
九
―
三
）

　

二
冊
。
写
真
帖
に
は
「
明
治
四
十
四
年
八
月
廿
六
、
廿
七
、
及
卅
一
日
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
こ
の
間
の
風
水
害
に
よ
る
被
害
状
況
を
写
し
た
写
真
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
佐
久
間

総
督
被
害
巡
視
」
と
題
し
て
、
佐
久
間
総
督
自
身
が
ま
だ
水
が
引
か
な
い
水
害
地
に
立
つ

写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
単
に
被
害
状
況
を
紹
介
す
る
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
災
害
地
に

出
向
い
て
陣
頭
指
揮
す
る
姿
を
示
そ
う
と
す
る
意
図
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
四
十
四
年
十
月
二
十
日
条
に
は
「
八
月
下
旬
及
び
九
月
上
旬
の

二
回
に
亙
り
て
台
湾
に
暴
風
雨
あ
り
、
家
屋
の
倒
潰
又
は
流
失
せ
る
も
の
六
万
三
千
六
百

八
十
戸
、
死
傷
者
及
び
行
方
不
明
者
千
三
百
五
十
二
人
を
出
す
、
仍
り
て
是
の
日
天
皇
・

皇
后
金
五
万
円
を
台
湾
総
督
府
に
賜
ひ
て
罹
災
者
救
助
の
補
助
に
充
て
し
め
た
ま
ふ

）
20
（

」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
写
真
帖
は
「
八
月
下
旬
」
の
被
害
状
況
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も

っ
と
も
こ
の
写
真
帖
の
献
上
が
御
下
賜
金
の
御
沙
汰
の
前
か
後
か
は
分
か
ら
な
い
。な
お
、

こ
の
年
は
す
で
に
討
蕃
状
況
視
察
の
た
め
侍
従
武
官
奥
村
拓
治
が
七
月
か
ら
八
月
に
か
け

て
差
遣
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
水
害
被
害
に
対
し
て
、
新
た
に
武
官
が
差
遣
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　
　

十
、
台
湾
写
真
帖　

明
治
―
大
正
写
真
（
Ｂ
八
―
九
四
）

　

「
旧
引
継
目
録
」
で
は
別
々
だ
っ
た
十
一
冊
の
写
真
帖
が
、
「
新
引
継
目
録
」
で
標
記
の

表
題
に
一
括
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
も
と
も
と
、
単
に
「
台
湾
写
真
帖
」
な
ど
と
す
る
表
題

が
つ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
個
々
の
写
真
帖
の
性
格
を
的
確
に
表
現
し
た
表
題
、
あ
る

い
は
他
と
区
別
す
る
よ
う
な
明
快
な
表
題
で
は
な
く
、
ま
た
全
体
的
に
同
じ
よ
う
な
傾
向

の
写
真
帖
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

「
新
引
継
目
録
」で
は
、
十
一
冊
全
部
の
「
旧
引
継
目
録
」
の
番
号
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

写
真
帖
の
実
物
の
う
ち
九
冊
に
は
番
号
を
記
し
た
札
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
「
旧
引
継
目
録
」

の
番
号
と
一
致
す
る
。
残
り
の
二
冊
に
は
番
号
札
は
な
く
、
剥
離
紛
失
し
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
う
ち
一
冊
に
は
、
新
た
に
貼
ら
れ
た
図
書
寮
の
ラ
ベ
ル
に
元
の
番
号
と
思
わ

れ
る
鉛
筆
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
こ
の
番
号
は
「
旧
引
継
目
録
」
と
も
一
致
す
る
の
で
、

十
一
冊
全
部
の
旧
番
号
で
の
表
題
が
確
認
で
き
た
。

　

以
下
、
各
冊
を
旧
番
号
の
順
に
紹
介
し
て
い
く
。
な
お
、
番
号
に
続
く
括
弧
内
の
表
記

は
、
「
旧
引
継
目
録
」
に
お
け
る
表
題
で
あ
る
。
ま
た
、
冒
頭
の
第
九
一
号
以
外
は
、
佐

久
間
総
督
に
よ
る
理
蕃
事
業
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
総
論
の

中
で
ま
と
め
て
説
明
す
る
。

　
　

①
第
九
一
号
（
台
湾
写
真
帖
）

　

表
紙
は
草
花
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
布
で
、
金
縁
台
紙
の
折
本
形
式
と
い
う
豪
華
装
幀
の
ア

ル
バ
ム
で
あ
る
。
表
紙
の
裏
に
小
さ
く
「M

i
t
s
u
k
o
s
h
i
 
T
o
k
y
o

」
と
金
文
字
が
刻
さ
れ
て

い
る
。
ア
ル
バ
ム
を
三
越
か
ら
購
入
し
て
写
真
を
貼
り
付
け
た
の
か
、
写
真
貼
り
付
け
作

業
ま
で
も
三
越
が
行
っ
て
か
ら
納
入
さ
れ
た
の
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
十
一
冊
の
う

ち
、
十
冊
は
表
紙
が
布
張
り
で
、
金
縁
の
厚
手
の
台
紙
を
用
い
た
折
本
形
式
の
装
幀
で
、

三
越
の
ア
ル
バ
ム
は
他
に
第
九
三
号
、
第
一
九
九
号
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

見
返
し
部
分
に
「
大
正
五
年　

川
村
陸
軍
大
将
献
上　

台
湾
写
真
帖
」
と
墨
書
さ
れ
た

張
り
紙
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

写
真
に
は
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
全
く
な
い
が
、
陸
軍
軍
人
の
蕃
地
視
察
状
況
の
写
真
が
ほ

と
ん
ど
で
、
要
所
で
川
村
景
明
の
写
真
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
大
正
五
年
に
陸
軍
特

命
検
閲
使
と
し
て
台
湾
を
視
察
し
た
元
帥
川
村
景
明
一
行
の
写
真
と
判
断
で
き
る
。
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川
村
は
、
三
月
七
日
東
京
を
出
発
、
十
二
日
台
北
に
到
着
し
て
翌
日
よ
り
検
閲
を
開
始

し
、
五
月
初
め
に
帰
京
し
た

）
21
（

。
台
湾
に
お
い
て
陸
軍
の
特
命
検
閲
が
な
さ
れ
た
の
は
初
め

て
で
あ
る
。
た
だ
し
興
味
深
い
の
は
、
特
命
検
閲
使
の
本
来
の
任
務
は
、
天
皇
の
命
を
う

け
て
台
湾
駐
在
の
各
部
隊
そ
の
他
を
検
閲
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
写
真
帖
の
大
部
分
が
蕃

地
の
写
真
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

川
村
の
蕃
地
行
は
、
三
月
二
十
五
日
角
板
山
を
出
発
、
午
後
バ
ロ
ン
山
に
到
着
し
、
同

所
分
遣
隊
を
検
閲
、
翌
日
は
バ
ロ
ン
山
よ
り
李

山
に
到
り
一
泊
、
二
十
七
日
に
新
竹
に

出
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

）
22
（

。
検
閲
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
ご
く
限
ら
れ
た
部
分
に
し
か
過

ぎ
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
蕃
地
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

②
第
九
二
号
（
台
湾
写
真
帖　

蛮
大
山
其
他
）

　

最
初
の
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
竹
頭
﨑
発
程　

明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
日
」
で
、

日
章
旗
を
飾
っ
た
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て
台
湾
総
督
佐
久
間
左
馬
太
が
威
風
堂
々
と
出
発
す

る
様
が
写
さ
れ
て
お
り
、
佐
久
間
総
督
一
行
に
よ
る
、
阿
里
山
及
巒
大
山
視
察
の
写
真
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
総
督
一
行
の
行
程
に
順
っ
て
写
真
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

蕃
地
で
あ
る
阿
里
山
、
児
玉
山
、
巒
大
山
等
の
山
岳
地
帯
を
通
過
し
、
日
月
潭
、
霧
社
、

埔
里
、
南
投
を
経
て
彰
化
、
鹿
港
へ
到
る
行
程
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
台
湾
関
係
の
古

写
真
で
よ
く
見
か
け
る
「
阿
里
山
神
木
」
の
写
真
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　

③
第
九
三
号
（
台
湾
写
真
帖　

侍
従
武
官
長
枕
頭
山
ノ
隘
勇
線
巡
視
其
他
）

　

「
侍
従
武
官
長
枕
頭
山
ノ
隘
勇
線
巡
視
」
と
題
す
る
写
真
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治

四
十
三
年
の
侍
従
武
官
長
中
村
覚
差
遣
に
関
す
る
写
真
帖
と
確
認
で
き
る
。
こ
の
年
総
督

府
は
、
タ
イ
ヤ
ル
族
の
ガ
オ
ガ
ン
蕃
お
よ
び
キ
ナ
ジ
ー
蕃
、
マ
リ
コ
ワ
ン
蕃
を
制
圧
す
る

た
め
、
宜
蘭
、
桃
園
、
新
竹
の
三
方
面
よ
り
隘
勇
線
を
前
進
さ
せ
た

）
23
（

。
「
新
竹
方
面
上
野

山
ヨ
リ
ノ
砲
撃
」
な
ど
、
緊
迫
し
た
討
蕃
実
況
を
伝
え
る
写
真
が
多
い
。

（写真９）十、台湾写真帖　第九一号　中央が特命検閲使元帥陸軍大将川村景明
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④
第
九
四
号
（
台
湾
写
真
帖
）

　

「
深
坑
庁
管
内
屈
尺
蕃
人
等
白
井
侍
従
武
官
一
行
歓
迎
ノ
光
景
」
と
題
す
る
写
真
が
あ

り
、
明
治
四
十
年
の
侍
従
武
官
白
井
二
郎
差
遣
に
関
わ
る
写
真
帖
と
判
断
で
き
る
。
し
か

し
、
第
九
二
号
と
同
じ
写
真
も
混
じ
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
写
真
が
白
井
武
官
差
遣
時
に

撮
影
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ア
ル
バ
ム
を
構
成
す
る
た
め
に
色
々
な
写
真
を
集
め
た
の
で

あ
ろ
う
。
写
真
の
六
割
強
は
蕃
族
討
伐
状
況
、
蕃
地
風
景
な
ど
で
、
残
り
は
蕃
人
の
集
合

写
真
な
ど
蕃
族
の
風
俗
写
真
。

　
　

⑤
第
九
五
号
（
台
湾
写
真
帖　

新
竹
庁
其
他
）

　

折
本
形
式
の
写
真
帖
の
片
面
冒
頭
に
は
「
新
竹
庁
」
の
表
題
が
あ
り
、「
岩
角
山
分
遣
所
」

「
出
会
坂
分
遣
所
」
付
近
の
写
真
、
「
鹿
場
隘
勇
監
督
所
」
等
に
お
け
る
前
進
隊
の
状
況
写

真
な
ど
が
あ
る
。
も
う
一
方
の
面
は
「
苗
栗
庁
」
の
表
題
で
、
「
横
龍
山
監
督
所
」
付
近

の
風
景
写
真
で
あ
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
墨
書
。
こ
れ
の
み
に
て
は
年
次
等
の
特
定
は
困

難
で
あ
る
が
、
次
の
第
九
六
号
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　

⑥
第
九
六
号
（
台
湾
写
真
帖　

宜
蘭
庁
其
他
）

　

第
九
五
号
と
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
酷
似
し
て
お
り
（
地
の
色
は
深
緑
で
ほ
ぼ
同
じ
。
花

草
鳥
の
デ
ザ
イ
ン
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
配
色
が
異
な
る
）
、
台
紙
数
も
同
じ
六
枚
。
冒
頭

に
「
宜
蘭
庁
」
と
書
か
れ
、
庁
名
が
表
題
と
な
っ
て
い
る
点
も
同
じ
で
あ
る
。
キ
ャ
プ
シ

ョ
ン
中
、
日
付
が
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
「
五
月
十
五
日
大
南
澚
海
岸
庁
長
ノ
出
発
」
と

す
る
写
真
が
二
枚
あ
り
、
「
敵
蕃
ノ
襲
来
ニ
対
シ
臼
砲
砲
撃
」
「
戦
死
巡
査
ノ
火
葬
」
な
ど

の
、
緊
迫
し
た
討
蕃
状
況
を
示
す
写
真
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

大
南
澚
方
面
の
隘
勇
線
前
進
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十
一
年
の
「
宜
蘭
庁
大

南
澚
方
面
隘
勇
線
前
進

）
24
（

」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
四
月
二
十
三
日
に
行
動
を
開
始
し
、

六
月
二
十
一
日
に
完
成
し
た
と
の
こ
と
で
、
写
真
の
説
明
と
も
時
期
が
合
致
す
る
。

（写真 10）十、台湾写真帖　第九二号　「霧社ニ於テ頭目ト会見」

前列右から３人目、椅子に座った人物が佐久間総督。
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ま
た
、
『
現
代
史
資
料 

台
湾
２
』
に
あ
る
明
治
四
十
三
年
の
記
述
「
宜
蘭
庁
は
五
月

二
十
日
庁
長
以
下
一
八
一
四
人
を
以
て
行
動
を
始
め
、
「
ボ
ン
ボ
ン
」
山
の
一
部
を
占
領

し
て
防
禦
工
事
中
六
月
十
日
優
勢
な
る
敵
蕃
ノ
襲
撃
を
受
く
。
…
…

）
25
（

」
と
い
う
記
述
と
符

合
す
る
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
明
治
四
十
三
年
に
差
遣
さ
れ
た
中

村
侍
従
武
官
長
は
、
帰
京
後
「
宜
蘭
方
面
に
於
け
る
蕃
界
討
伐
の
写
真
を
献
る

）
26
（

」
と
あ
る
。

明
治
四
十
一
年
、
四
十
三
年
と
も
に
今
の
と
こ
ろ
決
め
手
を
欠
き
、
確
定
で
き
な
い
。

　
　

⑦
第
一
七
九
号
（
台
湾
神
社
写
真
帖
）

　

番
号
を
示
す
ラ
ベ
ル
は
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
図
書
ラ
ベ
ル
へ
の
書
込
み
か
ら
、「
旧

引
継
目
録
」
の
番
号
を
特
定
し
た
。
冒
頭
に
台
湾
神
社
の
写
真
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
旧

引
継
目
録
」
で
は
「
台
湾
神
社
写
真
帖
」
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
、
討
蕃
状
況
と
蕃
人

風
俗
に
関
す
る
写
真
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
討
蕃
状
況
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
、
明
治

四
十
四
年
の
侍
従
武
官
奥
村
拓
治
差
遣
の
時
の
写
真
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
後
述
す
る
森

丑
之
助
の
『
台
湾
蕃
族
図
譜
』
と
同
じ
写
真
が
多
い
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十
三
年
の
中
村

武
官
長
差
遣
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
　

⑧
第
一
九
九
号
（
台
湾
蕃
界
写
真
帖　

台
湾
総
督
佐
久
間
左
馬
太
献
上
）

　

学
習
院
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
蕃
匪
討
伐
紀
念
写
真
帖
』
と
全
く
同
じ
も
の
で
、

『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
一
四
号
に
写
真
が
す
べ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『
蕃
匪
討

伐
紀
念
写
真
帖
』
を
紹
介
し
た
岡
田
茂
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
同
写
真
帖
は
、
大
正
十
二
年
に

高
松
宮
か
ら
学
習
院
へ
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
、
表
題
は
、
学
習
院
に
残
さ
れ
て
い
る
目
録

と
原
簿
に
記
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
と
い
う

）
27
（

。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
中
に
「
聖
旨
竝
令
旨
伝
達

式
」
な
ど
と
あ
り
、
大
正
二
年
の
侍
従
武
官
西
義
一
の
行
程
に
基
づ
い
た
写
真
で
あ
る
。

　

同
じ
写
真
帖
が
高
松
宮
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
写
真
帖
が
、
天
皇
の
み

な
ら
ず
、
他
の
皇
族
に
も
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。　

（写真 11）十、台湾写真帖　第一七九号　「ツオウ族ノ一家族」

同じ写真が第九四号には「楠仔脚万社頭目一族及蕃人ノ巡査補」と説明されている。
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⑨
第
二
〇
二
号
（
生
蕃
写
真
帖　

大
正
二
年
十
二
月
佐
久
間
台
湾
総
督
献
上
）

　

番
号
ラ
ベ
ル
は
な
か
っ
た
が
、
番
号
は
消
去
法
に
て
確
認
で
き
た
。
理
蕃
事
業
五
ヶ
年

計
画
の
最
終
年
で
あ
る
大
正
三
年
の
大
魯
閣
討
伐
の
準
備
と
し
て
行
わ
れ
た
、
合
歓
山
・

能
高
山
探
検
の
写
真
で
あ
る
。
探
検
は
大
正
二
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
合

歓
山
探
検
に
は
佐
久
間
総
督
自
ら
も
参
加
し
た
。
探
検
の
状
況
は
佐
久
間
の
伝
記
『
佐
久

間
左
馬
太

）
28
（

』
な
ど
に
詳
し
い
。

　
　

⑩
第
二
二
二
号

　
　
　
　
　
　

（
台
湾
台
中
神
社
其
他
写
真
帖　

大
正
三
年
若
見
侍
従
武
官
持
帰
献
上
）

　

他
の
写
真
帖
が
布
張
表
紙
、
金
縁
厚
紙
台
紙
の
装
幀
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
写
真
帖

の
み
は
、
若
干
の
厚
み
を
も
っ
た
程
度
の
洋
紙
を
用
い
、
写
真
は
貼
付
け
で
は
な
く
、
台

紙
に
四
ヶ
所
の
切
り
込
み
を
い
れ
て
写
真
を
留
め
る
と
い
う
、
手
作
り
風
の
写
真
帖
と
な

っ
て
い
る
。
表
紙
も
同
じ
洋
紙
で
あ
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
各
写
真
の
余
白
に
ペ
ン
書
き

で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
蕃
地
に
お
け
る
侍
従
武
官
視
察
状
況
に
関
わ
る
内
容

で
、
見
返
し
部
分
に
「
大
正
三
年
若
見
侍
従
武
官
持
帰
献
上
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
若
見
侍
従
武
官
の
復
命
に
関
わ
る
も
の
と
確
認
で
き
る
。
こ
の
年
五
月
、
太
魯
閣
蕃

討
伐
が
開
始
さ
れ
、
若
見
武
官
は
六
月
十
日
、
討
伐
隊
慰
問
の
た
め
来
台
し
た
。
写
真
は

各
所
で
の
討
伐
隊
の
様
子
、
武
官
よ
り
聖
旨
伝
達
の
光
景
な
ど
が
多
く
、
帰
順
蕃
の
写
真

も
少
な
く
な
い
。

　
　

⑪
第
二
四
六
号
（
台
湾
写
真
帖　

ア
タ
イ
ヤ
ル
族
男
子
其
他
）

　

「
ツ
ァ
リ
セ
ン
族
」「
パ
イ
ワ
ン
族
」「
ア
ミ
ス
族
」「
ア
タ
イ
ヤ
ル
族
」「
ツ
オ
ォ
族
」
等
、

蕃
族
の
風
俗
写
真
。
表
紙
・
台
紙
は
第
九
四
号
と
全
く
同
じ
な
の
で
、
明
治
四
十
年
の
も

の
と
仮
定
し
て
検
討
し
た
が
、
確
定
的
な
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に

『
台
湾
蕃
族
図
譜
』
所
収
と
同
じ
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（写真 12）十、台湾写真帖　第二二二号　「カラパウ軍司令部ニ於テ佐久間総督ヘ聖旨并令旨伝達式」
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十
一
、
討
蕃
記
念
写
真
帖
（
Ｂ
八
―
五
〇
）

　

台
湾
日
日
新
報
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
大
正
二
年
討
蕃
記
念
写
真
帖
』
で
、
奥
付
に
拠

れ
ば
大
正
二
年
十
二
月
十
五
日
発
行
、
定
価
一
円
二
十
銭
。
発
行
所
は
台
湾
日
日
新
報
社

で
あ
る
。
内
容
は
表
題
の
通
り
、
大
正
二
年
の
討
蕃
事
業
を
総
括
し
た
も
の
で
、
「
桃
園

方
面
」
「
新
竹
方
面
」
「
南
投
方
面
」
「
宜
蘭
方
面
」
お
よ
び
附
録
と
し
て
「
合
歓
山
能
髙

山
方
面
探
検
」
か
ら
な
る
。
右
に
紹
介
し
た
「
十
、
台
湾
写
真
帖
」
中
の
第
一
九
九
号
、

第
二
〇
二
号
と
同
じ
写
真
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
各
写
真
に
は
よ
り
詳
し
い
解
説
が
附

さ
れ
て
い
る
。

　
　

十
二
、
内
山
侍
従
武
官
長
巡
視
紀
念 
台
湾
写
真
帖
（
Ｂ
八
―
一
三
九
）

　

侍
従
武
官
長
内
山
小
二
郎
の
巡
視
状
況
の
写
真
帖
。
バ
ロ
ン
山
、
李

山
等
の
蕃
地
お

よ
び
、
台
中
・
台
南
・
打
狗
等
に
お
け
る
武
官
長
の
視
察
状
況
を
撮
し
た
写
真
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

　

内
山
武
官
長
は
、
大
正
四
年
二
月
八
日
台
湾
に
到
着
、
総
督
に
対
し
「
本
島
五
箇
年
理

蕃
事
業
終
局
に
当
り
特
に
其
の
功
績
の
著
大
な
る
を
嘉
し
辛
酸
を
嘗
め
た
る
を
御
苦
労
に

思
召
さ
れ
た
り
」
と
の
聖
旨
を
伝
達
し
、
十
二
日
間
に
わ
た
り
、
蕃
地
お
よ
び
台
湾
駐
在

各
部
隊
そ
の
他
を
視
察
し
た

）
29
（

。

　
　

十
三
、
閑
院
宮
載
仁
親
王
同
妃
両
殿
下
台
湾
御
巡
視
写
真
帖
（
Ｂ
八
―
一
二
六
）

 
 

旧
引
継
目
録
で
は
、
「
閑
院
宮
台
湾
巡
視
写
真
帖　

大
正
五
年
六
月
安
東
台
湾
総
督
献

上
」
と
の
表
題
が
つ
い
て
い
る
。

　

閑
院
宮
載
仁
親
王
は
、
大
正
天
皇
の
御
沙
汰
に
よ
り
台
湾
勧
業
共
進
会
へ
の
御
差
遣
を

（写真 13）十三、閑院宮載仁親王同妃両殿下台湾御巡視写真帖

「台南御遺跡所境内ニ於ケル明治四十二年御手植ノ榕樹ヲ御覧セラル」
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命
ぜ
ら
れ

）
30
（

、
妃
智
惠
子
と
共
に
大
正
五
年
四
月
十
日
来
台
し
、
共
進
会
の
ほ
か
日
本
赤
十

字
社
台
湾
支
部
総
会
・
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
総
会
に
も
出
席
し
、
台
北
の
ほ
か
台
中
・

台
南
・
打
狗
も
巡
視
し
、
二
十
五
日
帰
京
の
途
に
就
い
た

）
31
（

。
写
真
帖
は
、
こ
れ
を
記
念
し

て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
概
ね
閑
院
宮
の
行
程
の
順
に
写
真
が
配
さ
れ
て
い
る
。

　

載
仁
親
王
の
来
台
は
二
度
目
で
、
皇
族
夫
妻
に
よ
る
来
台
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
る
。

　
　

総
論

　

以
上
に
紹
介
し
た
書
陵
部
所
蔵
台
湾
関
係
写
真
の
う
ち
、
「
御
手
許
写
真
」
に
属
す
も

の
は
、
大
部
分
が
台
湾
に
差
遣
さ
れ
た
侍
従
武
官
が
持
ち
帰
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
総
督

府
か
ら
献
上
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

明
治
二
十
八
年
、
台
湾
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
て
以
後
、
大
正
四
年
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
の

よ
う
に
侍
従
武
官
が
台
湾
に
差
遣
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
台
湾
統
治
が
初
め
て
の
海
外
領
土

経
営
で
あ
り
、
し
か
も
非
常
な
苦
難
を
伴
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
平
定
作
戦
が
完
了
後
も
、

土
匪
の
蜂
起
が
頻
発
し
、
原
住
民
（
蕃
人
）
の
襲
撃
も
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
状
態
が
続

き
、
厳
し
い
気
候
風
土
に
加
え
、
マ
ラ
リ
ア
、
ペ
ス
ト
な
ど
の
伝
染
病
が
蔓
延
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
軍
隊
・
警
察
等
に
対
す
る
慰
問
や
、
統
治
状
況
視
察
の
た
め
に
侍
従
武

官
が
差
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
皇
・
皇
后
よ
り
救
恤
金
が
下
賜
さ
れ
る
ほ
ど
の
、
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
に
よ
る
被
害
が
頻
繁
に
発
生
し
た
こ
と
も
、
侍
従
武
官
が
毎
年
の
よ
う
に
差
遣
さ

れ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
内
地
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
侍
従
が
被
害
状
況

視
察
の
た
め
に
差
遣
さ
れ
る
が
、
治
安
・
交
通
・
衛
生
面
な
ど
の
面
か
ら
、
侍
従
よ
り
も
、

軍
人
で
あ
る
侍
従
武
官
の
方
が
適
任
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
実
際
に
、
侍
従

武
官
の
差
遣
で
あ
っ
て
も
、
視
察
が
困
難
で
あ
っ
た
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
写
真

や
解
説
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　

右
の
ほ
か
に
、
明
治
天
皇
が
台
湾
の
状
況
に
つ
い
て
、
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と

も
、
侍
従
武
官
の
差
遣
が
頻
繁
に
な
さ
れ
た
理
由
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
の
第
十
回
帝
国
議
会
開
院
式
に
お
け
る
勅
語
の
中
に

「
台
湾
ニ
於
ケ
ル
人
民
ノ
撫
育
ハ
朕
カ
深
ク
軫
念
ス
ル
所
ナ
リ
将
来
益
秩
序
ヲ
整
頓
シ
福

祉
ヲ
増
進
セ
ム
コ
ト
ヲ
要
ス

）
32
（

」
と
の
一
節
が
あ
っ
た
。
簡
潔
で
定
型
に
な
り
が
ち
な
開
院

式
の
勅
語
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性

を
帯
び
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
実
際
に
侍
従
武
官
の
証
言
か
ら
も
、
天
皇
が
台
湾
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
を

抱
い
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
十
年
に
差
遣
さ
れ
た
白
井
二
郎
は
、

明
治
天
皇
に
関
す
る
談
話
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

斯
ウ
云
フ
事
実
ガ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
例
ヘ
バ
台
湾
ニ
参
リ
マ
シ
タ
覆
奏
、
…
…
当
時
サ

ウ
云
フ
海
外
ニ
出
テ
居
リ
マ
ス
軍
隊
ノ
慰
問
ニ
参
リ
マ
シ
タ
リ
致
シ
マ
シ
タ
ト
キ

ニ
、
報
告
ガ
時
間
デ
申
シ
マ
ス
ト
、
ナ
カ
〳
〵
長
ク
ナ
リ
マ
シ
テ
長
イ
ノ
ニ
ナ
リ
マ

ス
ト
、
数
十
時
間
掛
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
随
テ
数
日
ニ
渉
ル
報
告
ガ
ゴ
ザ
イ
マ

ス
、
ソ
レ
デ
御
用
多
ノ
ト
キ
、
大
臣
ノ
拝
謁
ノ
時
刻
ガ
迫
ツ
テ
居
リ
マ
ス
ヤ
ウ
ナ
ト

キ
ハ
、
コ
チ
ラ
デ
差
シ
控
ヘ
マ
シ
テ
、
三
十
分
位
デ
留
メ
マ
シ
テ
、
長
ク
ト
モ
二
時

間
以
上
掛
ラ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
、
其
時
ハ
侍
従
武
官
長
モ
誰
方
モ
御
立

会
ニ
ナ
ラ
ズ
ニ
、
御
使
ヒ
ニ
参
リ
マ
シ
タ
吾
々
共
一
人
ダ
ケ
ガ
御
前
デ
報
告
ヲ
致
ス

ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
其
報
告
ヲ
致
シ
マ
ス
ト
キ
ニ
私
ガ
最
モ
記
憶
致
シ
テ
居
リ
マ
ス
ノ

ハ
、
台
湾
ニ
御
使
ニ
参
ツ
タ
ト
キ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
台
湾
ノ
守
備
隊
ハ
当
時
生
蕃
ガ

マ
ダ
ナ
カ
〳
〵
反
抗
致
シ
マ
シ
テ
、
警
察
官
ト
臨
時
ニ
編
成
徴
収
サ
レ
タ
隘
勇
ト
云
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フ
警
察
官
ノ
下
ニ
附
テ
居
ル
者
ニ
対
シ
マ
シ
テ
、
前
線
ニ
出
テ
一
箇
月
以
上
掛
ツ
テ

慰
問
致
シ
マ
シ
テ
、
台
湾
ノ
写
真
ヤ
生
蕃
ノ
服
装
ヤ
武
器
ヤ
其
他
色
々
ノ
物
ヲ
台
湾

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

総
督
府
カ
ラ
献
上
ニ
ナ
リ
マ
ス
モ
ノ
ヲ
携
ヘ
テ
帰
リ
マ
シ
テ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

報
告
致
シ
マ
シ
タ
カ
、

或
ル
ト
キ
ハ
一
時
間
、
或
ル
時
ハ
三
十
分
ト
云
フ
ヤ
ウ
ニ
幾
回
ニ
モ
分
ケ
テ
申
上
ゲ

マ
シ
タ
、
時
ニ
依
リ
マ
ス
ト
其
間
隔
ガ
二
週
間
或
ハ
三
週
間
杜
絶
シ
テ
居
ル
コ
ト
ガ

ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
ソ
レ
ヲ
或
ハ
モ
ウ
御
呼
出
ガ
ア
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
、
今
日
ハ
御
座
所
ニ

誰
モ
拝
謁
シ
テ
居
ラ
ナ
イ
カ
ラ
御
呼
出
ガ
ア
リ
ハ
シ
ナ
イ
カ
ト
思
ツ
テ
居
リ
マ
ス

ト
、
御
抛
擲
ニ
ナ
ラ
ズ
ニ
…
…
前
ノ
報
告
ノ
続
ヲ
今
日
ハ
時
間
ガ
ア
ル
カ
ラ
聴
カ
ウ

ト
思
召
シ
マ
ス
ト
、
…
…
ソ
レ
デ
ハ
前
ノ
続
ヲ
報
告
セ
ヨ
ト
仰
セ
ラ
レ
ル
ノ
デ
ゴ
ザ

イ
マ
ス

）
33
（

、
（
傍
点
筆
者
）

　

ま
た
、
つ
ぎ
は
明
治
四
十
一
年
差
遣
の
上
田
兵
吉
の
談
話
中
の
一
節
で
あ
る
。

私
ガ
明
治
四
十
一
年
九
月
ニ
台
湾
ニ
御
差
遣
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
マ
シ
タ
、
是
ハ
一
ケ
月
半

掛
リ
マ
シ
タ
、
自
然
台
湾
全
島
ヲ
廻
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
、
覆
奏
ス
ル
事
柄
ガ
迚
モ
一
回

ヤ
二
回
デ
ハ
済
ミ
マ
セ
ヌ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
ソ
レ
デ
帰
京
致
シ
マ
シ
テ
半
月
余
リ

立
ツ
テ
、
第
一
回
ノ
覆
奏
ヲ
申
シ
上
ゲ
タ
ノ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ガ
、
ソ
レ
カ
ラ
後
ニ
モ

又
私
ヲ
御
差
遣
ニ
ナ
リ
マ
ス
シ
、
御
差
遣
ニ
ナ
リ
マ
ス
レ
バ
其
都
度
其
事
柄
ニ
就
テ

ノ
覆
奏
ハ
色
々
ゴ
ザ
イ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
台
湾
ヘ
ノ
覆
奏
残
リ
ガ
マ
ダ
其
儘
デ
ゴ
ザ

イ
マ
ス
、
ソ
レ
カ
ラ
十
一
月
九
日
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
、
奈
良
県
下
兵
庫
県
下
ノ
特
別

大
演
習
ニ
行
幸
ア
ソ
バ
サ
レ
テ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
…
…
台
湾
ノ
覆
奏
ト
云
フ
コ
ト

ガ
次
第
々
々
ニ
遅
レ
マ
シ
テ
、
到
頭
大
演
習
カ
ラ
還
御
ノ
後
、
十
二
月
ノ
末
頃
ニ
ナ

ツ
タ
ト
思
ヒ
マ
ス
ガ
、
御
忘
レ
モ
ナ
ク
御
召
ニ
ナ
リ
マ
シ
テ
、
ソ
コ
デ
初
メ
テ
台
湾

ノ
覆
奏
ガ
終
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
ノ
デ
ス
ガ
、
幾
ラ
其
間
ニ
色
々
ナ
御
差

遣
ガ
ア
リ
マ
シ
テ
モ
、
又
陛
下
御
自
身
ガ
行
幸
遊
バ
サ
レ
マ
シ
タ
ト
コ
ロ
デ
、
決
シ

テ
御
忘
レ
ガ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
実
ニ
臣
下
ノ
感
激
ス
ル
所
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス

）
34
（

、

　

天
皇
は
詳
細
な
復
命
を
求
め
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
、
何
回
に
も
わ
た
っ
て
報
告
を
求

め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
御
差
遣
を
拝
命
す
る
に
あ
た
り
、
で
き
る
限
り
多
く
の

場
所
を
視
察
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
明
治
天
皇
の
熱
心
な
詳
細
復
命
の
要
望
に
対
し
、
侍
従
武
官
は
そ
の
説
明
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
中
で
も
写
真
は
、

状
況
を
説
明
し
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
、
最
も
有
力
な
手
段
で
あ
っ
た
。

　

今
回
紹
介
し
た
写
真
の
中
で
、
台
湾
統
治
初
期
の
頃
の
写
真
は
、
諸
官
衙
・
学
校
・
病

院
・
軍
隊
や
各
地
風
景
写
真
が
多
い
が
、
次
第
に
蕃
族
・
蕃
界
の
写
真
が
多
く
な
り
、
特

に
「
六
、
台
湾
台
東
庁
管
内
状
況
写
真
帖
」
や
「
十
、
台
湾
写
真
帖
」
の
大
部
分
は
、
佐

久
間
総
督
時
代
の
理
蕃
事
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

佐
久
間
は
、
明
治
三
十
九
年
四
月
の
台
湾
総
督
就
任
当
初
よ
り
蕃
界
の
整
理
を
喫
緊
の

急
務
と
し
、
威
圧
と
慰
撫
に
よ
る
理
蕃
政
策
の
実
行
体
制
を
整
え
、
隘
勇
線
の
前
進
を
進

め
た

）
35
（

。
明
治
四
十
三
年
以
降
は
五
箇
年
計
画
を
立
て
て
天
皇
の
勅
許
を
仰
ぎ
、
反
抗
蕃
に

対
し
て
は
徹
底
的
な
討
伐
を
行
い
、
一
部
で
は
軍
隊
も
使
用
し
た
。
こ
の
間
明
治
天
皇
が

崩
御
し
た
明
治
四
十
五
年
を
除
き
、
侍
従
武
官
が
毎
年
差
遣
さ
れ
、
警
察
・
軍
隊
を
慰

問
し
、
蕃
地
に
お
け
る
隘
勇
線
前
進
状
況
、
討
蕃
状
況
な
ど
を
視
察
し
た
。
特
に
明
治

四
十
三
年
に
は
中
村
覚
、
大
正
四
年
二
月
に
は
内
山
小
二
郎
と
、
五
箇
年
計
画
の
最
初
と

最
後
に
は
侍
従
武
官
長
が
差
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

理
蕃
事
業
が
一
段
落
を
告
げ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
台
湾
へ
の
侍
従
武
官
差
遣
も
一
段
落

す
る
。
台
湾
は
、
朝
鮮
・
樺
太
お
よ
び
そ
の
他
在
外
派
遣
軍
と
同
じ
扱
い
と
な
り
、
侍
従

武
官
の
差
遣
は
、
原
則
と
し
て
三
年
に
一
度
と
い
う
扱
い
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
閑
院
宮
同
妃
が
、
大
正
五
年
の
台
湾
勧
業
共
進
会
に
差
遣
さ
れ
た
こ
と
は
、
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台
湾
が
長
い
討
伐
の
時
代
を
終
え
て
、
平
和
的
生
産
的
な
発
展
へ
の
時
代
へ
と
踏
み
込
む

こ
と
を
示
す
、
象
徴
的
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
同
時
期
の
「
台
湾
写

真
帖
」
（
Ａ
一
―
四
八
六
。
大
正
五
年
、
台
南
新
報
社
写
真
部
）
は
緒
言
の
中
で
、
写
真

帖
出
版
の
動
機
・
目
的
と
し
て
、
台
湾
勧
業
共
進
会
を
機
に
さ
ら
に
台
湾
を
訪
れ
る
人
々

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
完
備
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
台
湾
各

地
の
地
理
歴
史
、
風
俗
習
慣
等
を
広
く
紹
介
し
「
国
民
教
育
の
一
端
と
な
り
又
家
庭
を
も

楽
ま
し
む
る
」
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
方
で
、
こ
の
こ
ろ
台
湾
神
社
・
台
南
御
遺
跡
所
以
外
に
も
、
能
久
親
王
所
縁

の
各
地
が
「
御
遺
跡
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
翌
大
正
六
年
に
は
能
久
親
王
の
嗣
子
で
あ
る

北
白
川
宮
成
久
王
と
同
妃
房
子
内
親
王
が
台
湾
を
訪
れ
、
能
久
親
王
御
遺
跡
地
を
中
心
に

巡
視
を
行
っ
た
。
台
湾
が
能
久
親
王
の
故
地
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
台
湾
統
治
と
皇
室

を
結
び
付
け
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
っ
た
。
「
秩
父
宮
御
渡
台
写
真
帖
」
（
Ｂ
二
―

二
二
四
）
は
、
秩
父
宮
雍
仁
親
王
が
大
正
十
四
年
、
英
国
留
学
へ
向
か
う
途
中
台
湾
へ
立

ち
寄
り
、
台
湾
神
社
参
拝
の
後
、
角
板
山
、
台
中
、
嘉
義
、
台
南
を
経
て
高
雄
ま
で
南
下

し
、
さ
ら
に
澎
湖
島
を
訪
問
し
た
様
子
が
撮
さ
れ
て
い
る
。
書
陵
部
に
写
真
帖
は
見
あ
た

ら
な
い
が
、
高
松
宮
宣
仁
親
王
な
ど
海
軍
皇
族
は
、
航
海
で
台
湾
に
立
ち
寄
る
機
会
が
多

く
、
そ
の
際
に
は
台
湾
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
を
常
と
し
た
。

　

台
湾
が
皇
族
を
迎
え
た
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
正
十
二
年
の
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
行

啓
で
、
「
皇
太
子
殿
下
台
湾
行
啓
記
念
写
真
帖
」
（
Ａ
一
―
四
八
一
）
は
そ
の
時
台
北
市
役

所
が
作
製
し
た
印
刷
物
で
あ
る
（
台
湾
総
督
府
が
作
製
・
献
上
し
た
と
思
わ
れ
る
写
真
帖

は
、
現
在
宮
内
庁
図
書
館
に
お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
）
。
皇
太
子
台
湾
行
啓
は
総
督
の

田
健
治
郎
以
下
が
、
台
湾
統
治
の
全
体
の
姿
を
詳
細
に
見
せ
る
べ
く
企
画
し
た
空
前
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
そ
の
様
子
は
書
陵
部
所
蔵
の
「
台
湾
行
啓
記
録

）
36
（

」
（
Ａ
一
―
五
一
九
）
な
ど

に
詳
し
い
。

　

最
後
に
森
丑
之
助
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
筆
者
は
、
何
人
か
の
台
湾
研
究
者
か

ら
、
『
台
湾
蕃
族
図
譜

）
37
（

』
の
実
質
的
な
編
者
で
あ
る
森
丑
之
助

）
38
（

が
皇
室
に
納
め
た
写
真
が

書
陵
部
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
質
問
を
何
度
か
投
げ
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
森
自
身
が
大
正
二
年
の
講
演
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う

）
39
（

。

此
以
前
一
昨
昨
年
の
夏
頃
と
思
ひ
ま
す
が
、
侍
従
武
官
長
が
御
出
張
に
な
り
ま
し
た
、

其
際
は
御
持
帰
り
に
畏
く
も
先
帝
陛
下
に
献
げ
ら
れ
ま
し
た
蕃
人
の
記
載
な
り
写
真

の
説
明
に
私
は
其
記
載
方
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
、
其
時
も
矢
張
り
自
分
が
信
ず
る
儘

書
い
て
宜
い
か
と
云
ふ
こ
と
を
念
を
押
し
ま
し
た
所
、
夫
れ
で
宜
い
と
云
ふ
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
の
で
其
内
容
な
る
も
の
は
、
矢
張
り
百
科
事
典
に
書
き
ま
し
た
台
湾
蕃

族
と
同
じ
や
う
な
分
類
の
下
に
説
明
を
書
い
て
置
き
ま
し
た
、

　

百
科
事
典
と
い
う
の
は
、
三
省
堂
の
『
日
本
百
科
大
辞
典
』
第
六
巻
（
大
正
元
年
）
の

こ
と
で
、
台
湾
総
督
府
民
政
長
官
の
内
田
嘉
吉
を
経
て
「
台
湾
蕃
族
」
に
関
す
る
執
筆
依

頼
が
あ
り
、
内
田
の
校
閲
を
経
て
原
稿
を
送
っ
た
と
い
う
。
そ
も
そ
も
、
台
湾
蕃
族
の
分

類
や
名
称
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
間
で
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
森
は
内
田
長
官
に
対

し
「
自
分
の
調
べ
の
儘
書
い
て
宜
い
か
」と
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
そ
れ
で
宜
い
」と
言
わ
れ
て
、

自
分
の
研
究
結
果
を
簡
約
に
ま
と
め
た
と
い
う
（
写
真
14
）
。
そ
れ
に
続
け
て
の
右
の
引

用
で
あ
る
。
大
正
四
年
の
『
台
湾
蕃
族
図
譜
』
に
は
内
田
が
「
緒
言
」
を
書
き
、
森
が
「
例

言
」
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
治
末
か
ら
大
正
は
じ
め
に
か
け
て
、
蕃
人
研
究
者

と
し
て
森
が
内
田
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

さ
て
、
右
の
引
用
中
、
講
演
が
行
わ
れ
た
大
正
二
年
の
「
一
昨
昨
年
」
、
す
な
わ
ち
明

治
四
十
三
年
は
、
確
か
に
侍
従
武
官
長
中
村
覚
が
差
遣
さ
れ
て
お
り
、
森
の
記
憶
が
正
し
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い
と
す
る
と
、
そ
の
時
侍
従
武
官
長
が
持
ち
帰
っ
た

写
真
帖
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
、
ま
ず
「
十
、
台

湾
写
真
帖
」
中
の
第
九
三
号
、
第
一
七
九
号
が
挙
げ

ら
れ
る
。
第
九
三
号
は
ほ
と
ん
ど
が
討
蕃
状
況
を
示

す
写
真
で
あ
っ
た
が
、
第
一
七
九
号
は
蕃
人
風
俗
に

関
す
る
写
真
が
多
く
、
実
際
に
『
台
湾
蕃
族
図
譜
』

に
も
収
録
さ
れ
た
写
真
を
い
く
つ
か
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
（
写
真
15
）
は
「
タ
イ
ヤ

ル
族
男
女
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
『
台
湾
蕃
族

図
譜
』
第
一
巻
に
は
、
被
撮
影
者
は
ト
リ
ミ
ン
グ
さ

れ
て
、
右
の
人
物
は
第
四
十
二
版
「
タ
イ
ヤ
ル
族
屈
尺
番
の
男
子
」
、
左
は
第
四
十
三
版
「
タ

イ
ヤ
ル
族
屈
尺
番
の
女
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
確
定
は
で
き
な
い
が
、
森
丑
之
助
が
関
わ

っ
た
と
考
え
て
、
否
定
す
る
材
料
は
見
つ
か
ら
な
い
。

　

そ
の
他
、
第
二
四
六
号
の
写
真
も
『
台
湾
蕃
族
図
譜
』
と
同
じ
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、

例
え
ば
第
二
四
六
号
「
ア
タ
イ
ヤ
ル
族
ノ
住
家
及
穀
倉
」
「
西
部
ア
タ
イ
ヤ
ル
族
ノ
風
俗
」

（
写
真
16
）と
題
し
た
も
の
は
、『
台
湾
蕃
族
図
譜
』で
は
「
タ
イ
ヤ
ル
族
屈
尺
番
の
番
社
」「
タ

イ
ヤ
ル
族
屈
尺
番
の
男
女
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
森
が
「
タ
イ
ヤ
ル
族
」
と
し
た
写
真

を
、
「
ア
タ
イ
ヤ
ル
族
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
四
六
号
は
異
な
る
学
説
を
採

る
者
が
監
修
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
書
陵
部
所
蔵
の
台
湾
関
係
の
写
真
に
つ
い
て
考
察
を
重
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
最
後
ま
で
明
ら
か
に

で
き
な
か
っ
た
の
は
、
誰
が
撮
影
し
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
（
写
真
16
）

と
ほ
ぼ
同
じ
写
真
が
、
森
と
同
様
当
時
の
蕃
人
研
究
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
、
伊
能
嘉

（写真 15）十、台湾写真帖　第一七九号

（写真 14）三省堂『日本百科大辞典』第六巻（大正元年）

森丑之助執筆「台湾蕃族」の項の図版。
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(

６)

　

『
図
書
録
』
で
は
、
昭
和
六
年
に
最
初
に
侍
従
職
か
ら
移
管
さ
れ
た
時
の
目
録
を
「
乙

目
録
」
、
同
年
に
追
加
移
管
さ
れ
た
際
の
目
録
を
「
丙
目
録
」
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
新
た
に
作

成
し
た
目
録
を
「
甲
目
録
」
と
称
し
て
い
る
が
、
本
論
文
中
で
は
、
理
解
し
や
す
く
す
る
た

め
、「
乙
目
録
」
「
丙
目
録
」
を
あ
わ
せ
て
「
旧
移
管
目
録
」
、「
甲
目
録
」
を
「
新
移
管
目
録
」

と
称
し
た
。

(

７)

　

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
（
全
十
三
巻
、
昭
和
四
十
三
―
五
十
二
年
。
吉
川
弘
文
館
）
。

(

８)

　

台
湾
経
世
新
報
社
編
『
台
湾
大
年
表
』
第
四
版
（
昭
和
十
三
年
）
。
緑
陰
書
房
に
よ
る

復
刻
版
（
一
九
九
二
年
）
に
拠
っ
た
。

(

９)

　

『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
巻
、
二
九
四
頁
。

(

10)

　

佐
藤
栄
祐
編
『
有
馬
良
橘
伝
』
（
昭
和
四
十
九
年
、
同
編
纂
会
）
、
六
〇
頁
。

(

11)

　

『
台
湾
大
年
表
』
。

(

12)

　

『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
巻
、
四
八
九
―
四
九
〇
頁
。

(

13)

　

侍
従
武
官
の
渡
辺
湊
も
階
級
は
大
尉
で
あ
り
、
本
人
か
、
別
の
渡
辺
姓
の
軍
人
か
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。

(

14)

　

『
理
蕃
誌
稿
』
第
一
編
・
第
二
編
（
大
正
七
年
、
台
湾
総
督
府
警
察
本
署
）
一
七
五
―

一
七
六
頁
。

(

15)

　

『
理
蕃
誌
稿
』
第
一
編
・
第
二
編
、
四
七
三
頁
。

(

16)

　

台
湾
山
岳
地
帯
に
住
む
原
住
民
で
、
本
稿
は
当
時
の
呼
称
に
し
た
が
っ
た
。
そ
の
居
住

地
域
は
「
蕃
地
」
ま
た
は
「
蕃
界
」
と
称
さ
れ
る
。
な
お
、
日
本
統
治
時
代
の
後
期
に
は
「
蕃

人
」
は
「
高
砂
族
」
と
称
さ
れ
た
。

(

17)

　

佐
久
間
総
督
の
台
東
巡
視
の
日
程
は
、『
台
湾
日
日
新
聞
』
、『
台
湾
大
年
表
』
に
拠
っ
た
。

(

18)

　

『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
二
巻
、
一
二
〇
頁
。

(
19)

　

『
台
湾
日
日
新
報
』
明
治
四
十
一
年
十
月
二
十
二
日
付
「
奉
迎
閑
院
宮
殿
下
」
。

(
20)
　

『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
二
巻
、
六
七
七
頁
。

(

21)

　

『
読
売
新
聞
』
大
正
五
年
三
月
六
日
、
八
日
、
十
三
日
、
四
月
三
十
日
に
よ
る
。

(

22)

　

『
台
湾
日
日
新
報
』
大
正
五
年
三
月
二
十
四
日
付
「
元
帥
蕃
地
検
問
」
。

(

23)

　

『
理
蕃
誌
稿
』
第
三
編
（
大
正
十
年
、
台
湾
総
督
府
警
務
局
）
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
、「
侍

(

１)

　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
図
書
録
』
（
図
書
寮
、
昭
和
十
二
年
）
。

(

２)

　

我
部
政
男
・
宮
城
保
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和 

沖
縄
県
学
校
写
真
帖
』（
一
九
八
七
年
、

那
覇
出
版
社
）
。

(

３)

　

武
部
敏
夫
・
中
村
一
紀
編
『
明
治
の
日
本 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
写
真
』（
二
〇
〇
〇
年
、

吉
川
弘
文
館
）
。

(

４)

　

梶
山
雅
史
監
修
・
校
閲
／
岐
阜
県
教
育
委
員
会
編
『
ふ
る
さ
と
学
校
写
真
帳
』

　

（
二
〇
〇
七
年
、
岐
阜
県
教
育
委
員
会
）
。

(

５)

　

平
成
十
六
年
二
月
二
十
三
日
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
記
者
発
表
資
料
。

矩
所
蔵
の
写
真
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
）
40
（

。
結
局
の
と
こ
ろ
、
個
々
の
写
真

の
撮
影
者
は
明
確
な
記
録
が
出
て
こ

な
い
限
り
、
確
定
は
ほ
と
ん
ど
困
難

で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
今
回
調
べ
て
気
づ
い
た

こ
と
は
、
同
じ
写
真
が
別
の
写
真
帖

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
、
写
真
の
著
作
権
の

概
念
が
薄
い
時
代
、
台
湾
総
督
府
関

係
者
、
軍
隊
関
係
者
、
あ
る
い
は
森

丑
之
助
の
よ
う
な
研
究
者
、
ま
た
新

聞
記
者
な
ど
が
撮
影
し
た
写
真
が
、

し
ば
し
ば
情
報
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

註

（写真 16）十、台湾写真帖　第二四六号
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従
武
官
長
ノ
隘
勇
線
前
進
ノ
状
況
視
察
」
。

(

24)
　

『
理
蕃
誌
稿
』
第
一
編
・
第
二
編
、
五
九
七
～
五
九
八
頁
。『
佐
久
間
左
馬
太
』（
昭
和
八
年
、

台
湾
救
済
団
発
行
）
五
三
八
～
五
三
九
頁
。

(

25)

　

『
現
代
史
資
料 

台
湾
２
』
（
一
九
七
一
年
、
み
す
ず
書
房
）
五
一
六
頁
。

(

26)

　

『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
二
巻
、
四
四
〇
頁
。

(

27)

　

岡
田
茂
弘
「
高
松
宮
下
賜
の
『
蕃
匪
討
伐
紀
念
写
真
帖
』
に
つ
い
て
」
（
『
学
習
院
大
学

史
料
館
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
。

(

28)

　

『
佐
久
間
左
馬
太
』
六
四
七
～
六
五
四
頁
。

(

29)

　

『
台
湾
日
日
新
報
』
大
正
四
年
二
月
十
四
日
付
、
同
二
十
日
付
。
『
台
湾
時
報
』
第
六
五

号
（
大
正
四
年
二
月
）
。

(

30)

　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
大
正
天
皇
実
録
』
巻
六
十
三
、
四
七
頁
。

(

31)

　

『
台
湾
時
報
』
第
八
〇
号
（
大
正
五
年
五
月
）
。

(

32)

　

衆
議
院
・
参
議
院
編
『
議
会
制
度
百
年
史　

帝
国
議
会
史　

上
巻
』
（
平
成
二
年
）

一
四
八
頁
。
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
一
六
九
頁
。

(

33)

　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
白
井
二
郎
談
話
速
記
』
（
明
―
一
〇
三
七
）
。

(

34)

　

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
男
爵
上
田
兵
吉
談
話
速
記
』
（
明
―
一
〇
〇
九
）
。

(

35)

　

『
佐
久
間
左
馬
太
』
五
三
二
頁
。

(

36)

　

中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
台
湾
史
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
台
湾
行
啓
記
録
』（
二
〇
〇
九

年
、
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
）
と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
。

(

37)

　

『
台
湾
蕃
族
図
譜
』
第
一
、
二
巻
（
大
正
四
年
、
臨
時
台
湾
旧
慣
調
査
会
）
。

(

38)

　

森
丑
之
助
の
伝
記
と
し
て
は
、
楊
南
郡
著
・
笠
原
政
治
ほ
か
訳
『
幻
の
人
類
学
者
森
丑

之
助
―
台
湾
原
住
民
の
研
究
に
捧
げ
た
生
涯
』
（
二
〇
〇
五
年
、
風
響
社
）
が
あ
り
、
柳
本

通
彦
『
明
治
の
冒
険
科
学
者
た
ち
―
新
天
地
・
台
湾
に
か
け
た
夢
』
（
二
〇
〇
五
年
、
新
潮

新
書
）
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

(

39)

　

森
丑
之
助
「
台
湾
蕃
族
に
つ
い
て
（
上
）
」
『
台
湾
時
報
』
第
四
十
七
号
（
大
正
二
年
）
。

大
正
二
年
六
月
二
十
六
日
、
台
北
に
お
い
て
開
催
の
台
湾
博
物
学
会
で
行
っ
た
講
演
要
旨
を
、

後
日
ま
と
め
た
も
の
。

(

40)

　

日
本
順
益
台
湾
原
住
民
研
究
会
編
『
伊
能
嘉
矩
所
蔵
台
湾
原
住
民
写
真
集
』（
一
九
九
九

年
、
台
北
・
南
天
書
局
有
限
公
司
）
一
一
三
頁
。
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